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1. はじめに

• 財政が厳しい中、
いかに民間の力で地域を運営していくか

• 様々な取組み

1. 資源の稼働率向上＝シェアリングエコノミー

2. 外部流出を止め地域内循環増＝里山資本主義

3. 住民自ら配分を決め納得する＝自治基本条例

4. 節約して再投資＋収入を増やす＝稼ぐまち

5. 共感や関係性で獲得＝クラウドファンディング

6. 金持ちが寄付をする＝「地方豪族」
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• 池田家の地域貢献

– 池田家は現・秋田県大仙市で栄えた幕末～昭和の「東北３大地
主」のうちの１つ。

– 私財を投じて地域の社会資本整備や社会福祉（無料診療所、学
校建設、県内初の学校給食等）、教育に尽力。屋敷内の私設図
書館や武道館は地域の青少年に開放。

旧池田氏庭園 洋館（私設図書館）
※写真提供：大仙市

1. はじめに
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• 田部家の地域貢献
たたら製鉄で有力鉄師だった田部家は、後に島根県立中央病院となる私立松
乃舎病院や後に市立吉田小学校となる私立田部小学校の設立を担った。

島根県立中央病院ウェブサイトより抜粋（株）田部ウェブサイトより抜粋

雲南市立吉田小学校ウェブサイトより抜粋

1. はじめに
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麻生飯塚病院ウェブサイトより抜粋

1. はじめに

• 麻生家の地域貢献

炭鉱で働く人やその家族の生活を支えるインフラを提供
していた。

– 飯塚病院

– 嘉穂劇場

– 斯道文庫

– 嘉穂銀行

– 嘉穂電灯

– 神社仏閣への寄進

– 飯塚商工会議所
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2. 地域は自分たちで作る

• 鎌倉～室町以降の（惣）村と都市

– 寄合から惣掟（インフラ管理等のルール）がうまれ農業生産性が向上

– 年中行事、芸能（田楽、茶の湯、連歌等）が発達

• 18世紀後半

– 全国の1500の村で常設舞台による歌舞伎が行われていた

• 19世紀半ば（江戸時代末期）

– 村は全国に64,000ヶ所存在

• 17世紀から19世紀にかけて

– 寺子屋・私塾がうまれ、学習コミュニティが発達し、教育、娯楽、生
活と社会運営に必要な知識インフラとなった

– 地域の豪農を中心に、村の文明開化を目指して教師を招聘する動き

– 地域で集団討議や共同学習を重ねることによって「民権」への芽生え
へとつながる

– 1880年代、十～数百人の結社・学習集団は全国に2000以上あった
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2. 地域は自分たちで作る

• 国や地方行政に頼ることなく、地域に住む住人自らが自分た
ちの手によって地域を作ってきたことが伺える。

• 本論では、このように地域を支える「地方豪族企業」に注目
し、彼らの地域貢献に注目することで、どのように地域の経
済活動や社会運営にかかわっているのかを明らかにしていく。

• 地域経済の実態を担い手側から明らかにすることで、今後の
地域情報化やオープンガバメント、官民データ活用などの政
策に役立つ可能性がある。
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「ヤンキーの虎」（藤野 2016）

• マイルドヤンキーをまとめ、雇う
存在

• 地縁血縁をフル活用して、リスク
を取って事業を行う

「新・地方豪族 ニッポンの虎」
（日経ビジネス 2015）

• ばらばらな事業を手広く手掛け、
地方で勢力を増す新興企業

どちらも地方経済の担い手として有望

3. 定義と先行研究
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• 「ヤンキーの虎」のこれまで

– 公共投資が大幅に削減され、
地方経済が急速に縮小し、商
店街がシャッター街へと変化。

– 一部の会社・企業は多角化し
て生き残りを図る。高齢の経
営者が営む会社や、社会状況
に対応できなかった地元の会
社などを淘汰し、事業の拡大
を行う。

– 彼らは地方政治とも密着して
補助金をとるのに長け、貸付
先に困っている地方銀行から
の融資も活用して事業を拡大。

3. 定義と先行研究

• 「ヤンキーの虎」のこれから

– 地方経済の縮小は徐々におきて
いるので、しばらくは「ヤン
キーの虎」の急成長は続く。

– 2020年の東京五輪までは日本全
体で投資や消費が伸び、ヤン
キーの虎もその恩恵を受ける。

– 2025年には団塊世代が後期高齢
者に。人口減少もあいまって消
費が減少。ヤンキーの虎の成長
はこれ以降は難しくなる。

– 2025年以降はヤンキーの虎同士
が食い合いになる。

（いずれも藤野による）11



3. 定義と先行研究

• 「ヤンキーの虎」の3分類（藤野による）

– 1. 地場の虎
そもそもそこに昔からあった古い会社が「虎化」したものである。2代
目や3代目になり、父と子で商圏を広げていった。
土木建築業や中古車販売、ガソリンスタンドなど

– 2. 在日の虎
広い意味では「地場の虎」の派生。「在日」の人たちが「虎化」 した
もの。
パチンコ店や焼肉店、 風俗店など

– 3. 狭義の「ヤンキーの虎」
「ヤンキー」が更正して、携帯電話会社などで働き、頭角を現して複
数の代理店をもつなどして、それが多業種展開して「虎化」したもの

– 人口3万～4万の町に1～2頭の虎が生息可能で、推定6,000社くらいの
「虎」が いる。8～9割がこの３分類のいずれかにおさまる。
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3. 定義と先行研究

• 新・旧地方豪族の違い（日経ビジネス）

–かつての大企業の工場や支店とともに地方を
支えた（旧）地方豪族は江戸・明治から受け
継いだ圧倒的資産と地盤の上に成立。

–新・地方豪族はバブル崩壊後に発生。粗削り
だが既に成熟した（旧）地方豪族にはないハ
ングリー精神やパワーを持っている。
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• 「新・地方豪族」の時代背景（日経ビジネス）
– 地場産業の衰退と雇用の減少、公共事業の減少に伴
う建設業の縮小により、地方経済が衰退。

– 地域の生活インフラと自分たちの雇用を守るために
地方の中小企業の多角化が始まる。

– 建設業など地場産業を軸にコンビニ経営や介護、中
古車販売、飲食などに進出してコングロマリット化
した中小企業群となる。

– 衰退した観光インフラや地元中小企業を次々と買収
し、地元が求める業態ならなんでも手がけ、生き残
るためには東京の大企業相手にも一歩も引かない経
営姿勢を持つ。
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4. 分類

「地方豪族」の定義・特徴

※「ヤンキー」「新」を前面に出す必要はないと判断

1. 生活に密着した業種

– 飲食や交通、サービスなど一般消費者の生活に密着した事業

2. コングロマリット

– 既存事業のノウハウを生かし異分野の事業も幅広く手掛ける

3. スピード感

– 業績によっては素早く事業内容を転換する

4. フランチャイズ店舗の経営

– フランチャイズから独自の事業展開を始めることも

（創業年数は多様）
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• 「地方豪族」の選定基準

–地方で設立され地方で事業を行っている企業

–複数の分野に跨って事業を行っている企業

• 飲食店を多ジャンル展開する企業などは除外

既に「新・地方豪族」や「ヤンキーの虎」として挙げられている企業に加
え、フランチャイズ店舗を経営する企業からなる業界団体の会員企業、
『現代ビジネス』が2012年に発表した「全国長者番付」にランクインし
た企業等から該当する企業39社を抽出。
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企業名 本社 業務内容 創業年
創業時
の事業 代表者

何代
目

創業
者

親会社
資本金

創業
時の
事業

年商
（連
結）

上場
市場

（株）タカハシ 北海道網走
市南6条西2
丁目2番地

カラオケ・アミューズメン
ト・外食・漢江、観光、バ
ス、ハイヤー、店舗デザイ
ン

1954劇場 髙橋洋一 3髙橋
貫一

40百万
円
エン
タメ

4,83
0百万

円

非上
場

（株）ネオコーポ
レーション

北海道札幌
市北区新琴
似8条12丁
目1-

移動体通信事業、外食事業、
アウトソーシング事業

1995 岩佐将典 1 40百万
円

7,31
0百万

円

非上
場

（株）ニトリホー
ルディングス

北海道札幌
市北区新琴
似七条１丁
目２番３９
号

家具・インテリア用品の企
画販売、新築住宅のコー
ディネート、海外輸入品・
海外開発商品の販売事業

1967家具店 白井俊之 2似鳥
昭雄

13,370
百万円

家具
販売

417,
285
百万
円

東証
一部、
札証

全体はこちら http://goo.gl/OT03dI

4. 分類

（例）北海道の地方豪族
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• 分類

–多角化がされているか（縦軸）

• 事業内容の種類の多さや関連性に着目

– 全国進出化がされているか（横軸）

• 店舗・事業拠点の本社から見た広がりに着目し、

それらが県内・周辺地域内・地方内・大都市・各

都道府県内・海外のどのレベルまで広がっている

のかを調査した。
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全国

多角化

関連産業

地域

□株式会社タカハシ

□株式会社ネオコーポレーション

□株式会社田名部組

□株式会社ナスキー

株式会社コシダカホールディングス◆

株式会社ヤマダ電機◆

株式会社丸和運輸機関◆

□株式会社ネクストワンインターナショナル

イオン株式会社◆

株式会社ニトリホールディングス◆

アパホールディングス株式会社●

□株式会社メディケア―

株式会社コメリ●

□株式会社エル・ローズ

●株式会社バローホールディングス

●鈴与株式会社

●ヨシコン株式会社

●株式会社トーシン

リゾートトラスト株式会社●
●株式会社東祥

●株式会社諸戸ホールディングス

□株式会社ヨネダ

◆株式会社ファーストグループ
●株式会社田部

●両備ホールディングス株式会社

□株式会社A&C

●山田石油株式会社

●株式会社タカガワホールディングス

□株式会社エイトワン

●入交グループ本社株式会社

株式会社麻生◆

●株式会社ワールドホールディングス

●昭和自動車株式会社

●株式会社日米商会
●岩崎産業株式会社

●株式会社りゅうせき

関連事業のみで全国展開

地元に根付き、多様な事業を行う企業

都道府県内 地方内 各都道府県

一
つ
の
事
業
分
野
を
中
心
に
発
展

事
業
分
野
が
多
角
化

◆：「ヤンキーの虎」の企業、□：「新・地方豪族」の企業、

□株式会社NSGホールディングス

●三谷商事株式会社

株式会社両備システムズ●
株式会社インテック●

●株式会社TKC
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• 図内の左上の円部分は「地域に根付き、
多様な事業を行う企業」ということが
できる。

– 例えば1企業で携帯電話販売事業やガソ
リンスタンド事業、太陽光発電事業など
複数の事業分野を幅広く行う。

• 図内の右下の円部分は「多角化は限定
的で、基幹の事業分野もしくは関連事
業分野のみで全国展開している企業」
といえる。

– 前項とは対照的に、地方発の企
業であまり多角化をせず全国に
進出していった企業群といえる。
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5. 「分野拡大型地方豪族」の事例

• 「地元に根付き、多様な事業を行う企
業」のことを「分野拡大型地方豪族」と
呼称する。

• 「分野拡大型地方豪族」の企業事例３つ
を紹介する。
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5.1 株式会社日米商会（宮崎市）

• 石油販売所として設立。以降販売所を増や
しながら石油・ガス・商事の3本柱を確立し、
現在は石油製品・航空燃料・昇降機（エレ
ベータ等）・産業用、防災用直流電源装
置・自動車用電池電装品・au電話等の販
売・太陽光発電・工業薬品・不動産所有及
び賃貸・損害保険などの業務を行う。

株式会社日米商会
（宮崎県宮崎市

／1925年創業）
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5.2 岩崎産業株式会社（鹿児島市）

• 広大な社有林を所有し、枕木販売や山林経営の会社
としてはじまる。工業重工業の分野にもすすみ、そ
の後九州を中心とした観光開発をすすめる。

• 現在は九州中心にホテル・外食、ゴルフ場、旅行代
理店、商品開発、焼酎、水産事業、農業事業、エネ
ルギー、貿易、陸上・海上交通、航空事業、レンタ
カー、サービスエリア、ICカード、広告代理店、情
報通信事業など幅広く手掛ける。

岩崎産業株式会社
（鹿児島県鹿児島市

／1922年創業）
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5.3 株式会社りゅうせき（沖縄県）

• 石油供給会社である琉球石油株式会社として設立。石油業に次い
でガスや流通業、建設業などに事業を拡大。

• 現在はそれらに加えてソフトウェアの受託開発やシステムの運
用・保守、不動産関連業、人材サービス、ホテル・飲食業の運営
にも進出。石油業に関しては船舶給油サービスや産業用燃料に加
え、家庭用灯油配達、産業用・家庭用LPガスなどの他、多数のガ
ソリンスタンドを沖縄県内に多数展開している。傘下の会社はau
携帯電話販売や保険代理店、オフィス機器の法人向け販売なども
扱っている。

株式会社りゅうせき
（沖縄県

／1950年創業）
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6. 「地域拡大型地方豪族」の事例

• 「多角化は限定的で、基幹の事業分野も
しくは関連事業分野のみで全国展開して
いる企業」のことを「地域拡大型地方豪
族」と呼称する。

• 「地域拡大型地方豪族」

の企業事例３つを紹介する。
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6.1 株式会社コシダカホールディングス
（前橋市）

• 「カラオケまねきねこ」を中心としたカラオケ

事業をメインに、女性向けのフィットネス

チェーンの展開や温浴施設を運営する温浴事業

と３つの分野で事業を展開している。

• 現在はカラオケ事業で北海道から沖縄まで全国

に直営４００店舗以上を展開する。

株式会社コシダカホール
ディングス
（群馬県前橋市

／1954年創業）
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6.2 株式会社丸和運輸機関（埼玉県吉川市）

• 創業者は青果店を営んでいたが、廃業に伴い運輸業を創業。物流拠点
や物流の対象を年々増やす。

• 現在はサードパーティ・ロジスティクス事業、ロジスティクスコンサ
ルティング事業、運輸事業、倉庫事業を展開。北海道から九州まで全
国104箇所に事業拠点を設けており、東証一部上場企業となっている。
最近では中国でも低音食品物流事業に参入するべく合弁会社を設立。

• 浦和レッズダイヤモンズのオフィシャルパートナーになったり、地域
のイベントで数多くの協賛企業となったりすることで地元地域の活動
を支える。

株式会社丸和運輸機関
（埼玉県吉川市

／1973年創業）
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6.3 株式会社コメリ（新潟市）

• 米を販売する株式会社米利商店として設立された。そ
の後、LPガスや石油の販売を手がけるようになり、
ホームセンター事業に参入した。現在は46都道府県に
出店。

• また、NPO法人コメリ災害対策センターを設立し、
ホームセンターの物流ネットワークを活かして、災害
発生時に災害復旧用品が届けられるような仕組みを作
り、協力企業や地方自治体と協定を結ぶ。

株式会社コメリ
（新潟県新潟市

／1962年創業）
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• 典型的な地方豪族

–全ての企業が「イオン」「ヤマダ電機」「ニ
トリ」の様なに事業分野を広げながら全国区
を目指して成長する「地域拡大型地方豪族」
というわけではない。

–地域に密着しながら幅広く事業分野を広げて
いく「分野拡大型地方豪族」の企業もある
（＝「典型的な地方豪族」）。
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7. 「計算センター系地方豪族企業」と
情報化関連事例

• 1960年代に各地方において「計算センター」として創業され、コン
ピュータの所有が今ほど一般的でなかった頃の地方での情報化を担い
つつ、その技術力を高めながら全国に進出していった企業がある。

• そうした企業を、地域の情報化を担う地方豪族として、「計算セン
ター系地方豪族」と呼称する。

「岡山電子計算センター」として
創業した両備システムズの写真
（両備システムズのウェブサイトより
抜粋）
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7.1 株式会社両備システムズ（岡山市）

• 市民税計算をはじめとして自治体からの受託計算業務を
行いつつ、生産管理システム受託開発サービス、診療報
酬管理システムの開発や図書館管理オンラインシステム
などに事業を拡大。

• 地域の情報化を支えた他、両備グループ全体の活動とし
て、美術館運営による文化振興、関連組織が岡山県下に
おける生物学研究を中心として郷土の文化・芸術・教育
研究など多方面にわたっての学術研究に対する助成を
行っている。

株式会社両備システムズ
（岡山県岡山市

／1965年創業）
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7.2 株式会社インテック（富山市）

• 設立当初はパンチカードを用いて企業の計算業務を行う。
1970年代には銀行オンラインシステムを韓国に輸出、医
療情報システムの販売や地方自治体向けの住民情報オン
ラインシステムを構築し、現在は国内外に事業所を設立
した。

• 富山県で開催されたマラソン大会の運営を支援したほか、
プロサッカーチームやプロ野球独立リーグのスポンサー
として地域のスポーツチームを支援。内閣府の「環境未
来都市」プロジェクトに「健康増進支援ICT」、「社会
参加ICT」で参加。

株式会社インテック
（富山県富山市

／1964年創業）
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7.3 株式会社TKC（宇都宮市）

• 公認会計士、税理士である創立者が設立した。建設原価計
算システムなど様々なシステムを構築し、創業当初から地
方自治体から計算業務を受託していた。全国各地に事業所
を展開している。また、地方公共団体向けに基幹系システ
ムの開発なども行い、地方行政の情報化を支えている。

• また、創業者は「租税資料館」を設立し租税法研究等に関
する人材の育成に努めている。また、栃木県の地域に根ざ
したスポーツ文化の振興を支援するため、H.C.栃木日光ア
イスバックスと栃木サッカークラブのスポンサーやパート
ナーとなっている。

株式会社TKC
（栃木県宇都宮市

／1966年創業）

33



7.4 地方豪族企業が地域情報化を担う

• 「地域データ利活用促進業務（普及促進業務）」は、鹿児島県の自治体・

高等教育機関・NPO等において、内閣官房（まち・ひと・しごと創生本部

事務局）が提供する「地域経済分析システム（RESAS)」を活用できる人

材を創出することが目的

• ２０１６年１０月、鹿児島県の地方豪族企業の一つである南国殖産株式会

社とIT関連会社の株式会社チェンジとの企業共同体で「地域データ利活用

促進業務（普及促進業務）」の委託契約を鹿児島県と締結。

RESUSの画面
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7.4 地方豪族企業が地域情報化を担う

• また、本業務ではRESASを用いて、鹿児島県における政策課題を分析し、政策形
成を支援する。本業務によって、鹿児島県におけるRESASの普及、エビデンスに
基づく政策形成の促進が期待される。南国殖産株式会社のように、地域経済をよ
く知る地方豪族企業が、地域のデータ活用の中核を担うのは自然な流れであると
いえよう。

• 常に生活に密着した分野でビジネスを立ち上げてきた地方豪族企業が、自らIT
サービスを手がけるか、ITサービスを手がける企業のパートナーとなることに
よって、今後の地域情報化の担い手の中核的な存在となっていく可能性があるの
ではないか。

南国殖産株式会社
ウェブサイトより抜粋35



8. 考察

• 地域の経済社会に密着し、多角的にビジネスを行う地方豪族企業は、
国や地方自治体という従来の枠組みを超えて地域の将来を考えてい
くうえで重要な存在である。

• 「分野拡大型地方豪族」は地元の交通インフラ、観光業に取り組み
地方活性化につなげるほか、地域住民の生活における需要を満たす
事業を行う。また、それらの事業を行うことでその地方の雇用を確
保する。

• 「地域拡大型地方豪族」は、ビジネスモデルを確立したあとそのビ
ジネスモデルを活かして全国及び海外に進出している。

• 事業以外の地域貢献という観点では、その企業の特性を活かすこと
で資料館の設立や物流ルートの活用他、設立地のスポーツイベント
やチーム、音楽イベントのスポンサーなどで地域社会の文化活動を
金銭的に支援している。今後もそれぞれの分類に国内外の事例研究
を進め、さらなる政策提言等につなげていきたい。 36



8. 考察

• 「分野拡大型地方豪族」は、設立されてから
の年数が古い企業も多く、有力な一族による
経営も多いことから飯盛義徳、曽根秀一など、
経営学におけるファミリービジネス研究を参
照していく必要がある。

• また、交通や学校など地域の社会インフラ整
備に対する地元企業の貢献については、日本
各地における明治以降の産業史研究などの成
果を参照していく必要もあるだろう。
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9. 今後の研究課題

1. 分類をより定量的に行い、特徴を定量的に把握すること

– 現在は企業リストの分類を事業拠点の数や広がり、事業内容によっ
て大まかに分類しているが、より客観性を高め、図にした際に適切
な位置関係を表すためには分類をより定量的に行うことが必須

2. 地元への投資や貢献を定量的に計測する方法を作り出すこと

– 多岐にわたる投資や貢献についても定量的に計測する方法を作り出
すことで、より客観的に比較することができる

3. 具体的な事例を掘り下げ、地方豪族企業と地域社会の関わり方、
動機などへの理解を深めること

– 現在リストの一つにすぎない各企業がどのように地域社会とつな
がっており、その地域にどのような影響があったかをより深く広く
調べることで、他の地域にもそれを応用できる可能性がある
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